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子
ど
も
に

信
仰
の
喜
び
を
写
そ
う

少
年
会
滋
賀
教
区
団

団
長

藤
橋
光
康

立
教
１
８
８
年
の
少
年
会
活
動
方
針
は
〝
教
祖

の
ひ
な
が
た
を
目
標
に
教
え
を
実
践
し
、
子
供
に

信
仰
の
あ
り
が
た
さ
を
伝
え
よ
う
〟
で
す
。

こ
の
活
動
方
針
を
見
た
と
き
、
大
人
で
も
実
行

す
る
の
は
難
し
い
と
感
じ
る
人
も
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
今
年
の
年
頭

幹
部
会
で
、
真
柱
様
が
「
ひ
な
が
た
の
中
か
ら
、

道
を
つ
な
ぐ
た
め
に
心
を
尽
く
し
き
ら
れ
た
教
祖

の
お
心
を
学
び
取
り
、
自
分
の
持
ち
場
立
場
の
う

え
に
反
映
し
て
、
現
在
に
生
か
し
て
い
く
心
づ
く

り
に
ど
こ
ま
で
も
励
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
」

ま
た
「
子
供
の
育
成
を
心
が
け
る
こ
と
は
、
自
分

を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
子
供
た
ち
と

関
わ
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
現
れ
て
く
る
事
柄
の

中
に
、
ひ
な
が
た
に
こ
も
る
思
召
を
悟
る
努
力
を

忘
れ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
お

話
し
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
考
え
ま
す
と
、
親

や
周
り
の
大
人
が
、
毎
日
を
不
足
し
て
通
っ
て
い

た
ら
、
子
ど
も
に
は
そ
の
不
足
が
写
っ
て
し
ま
う

で
し
ょ
う
。
子
ど
も
が
そ
ん
な
姿
を
見
た
ら
、
お

道
が
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
私
た
ち
大
人
が
喜
び
勇
ん
で
通
っ
て

い
る
姿
を
写
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

す
。そ

れ
で
は
、
「
教
祖
の
ひ
な
が
た
を
た
ど
ら
せ

て
い
た
だ
こ
う
」
と
言
っ
て
い
る
私
た
ち
は
、
ま

ず
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
一
つ

は
、
教
祖
が
お
急
き
込
み
く
だ
さ
っ
た
お
つ
と
め

を
、
日
々
真
剣
に
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
。

そ
れ
に
よ
っ
て
御
存
命
の
教
祖
に
お
喜
び
い
た
だ

き
、
お
働
き
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と

思
う
の
で
す
。

ま
た
、
活
動
方
針
の
後
半
を
見
て
み
ま
す
と
、

「
信
仰
の
あ
り
が
た
さ
を
伝
え
よ
う
」
と
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
は
、
今
自
分
が
置
か
れ
て
い
る
環
境

を
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
し
か
し
、
そ
の
当
た
り
前
の
全
て
は
親
神

様
の
御
守
護
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
縦
の
伝
道
に
お

い
て
、
親
神
様
の
御
守
護
を
話
し
て
分
か
る
年
齢

な
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
話
を
し
ま
す
が
、
幼
い
子
ど

も
の
場
合
、
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
な
と
思
っ
た
ら
、

分
か
り
や
す
い
言
い
方
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
実
際
に
体
験
し
て
い
る
日
常
生
活

の
中
に
、
あ
ふ
れ
て
い
る
あ
り
が
た
さ
を
、
私
た

ち
が
言
葉
で
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
う
の
で
す
。

少
年
会
員
の
中
に
は
、
言
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
分

か
っ
て
く
れ
る
子
も
い
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
子
も

い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
教
祖
は
、

「
分
か
ら
ん
子
供
が
分
か
ら
ん
の
や
な
い
。
親

わ

こ

ど
も

わ

お
や

の
教
が
届
か
ん
の
や
。
親
の
教
が
隅
々
ま
で
届

お
し
え

と
ど

お
や

お
し
え

す
み
ず
み

と
ど

い
た
な
ら
、
子
供
の
成
人
が
分
か
る
で
あ
ろ
。
」

こ

ど
も

せ
い
じ
ん

わ

（
逸
一
九
六
）

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
大
人
の
細
や

か
な
丹
精
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
「
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
」
が
近
づ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
絶
好
の
機
会
を
生
か
し
て
、
共
々

に
勇
ん
で
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。 ７月２７日〜８月３日
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大 津 3 6 4 16 24 32 41 14 10 150 大 津 1 7 3 17 19 32 45 15 1 140
江 ⻄ 0 13 14 14 37 50 45 28 16 217 江 ⻄ 8 16 17 17 42 54 55 30 0 239
江 南 1 8 3 10 16 36 51 21 0 146 江 南 2 9 10 10 16 36 65 25 6 179
江南北 2 4 13 20 26 57 73 39 4 238 江南北 0 4 16 22 28 76 70 41 15 272
江 東 2 10 15 5 20 39 24 28 6 149 江 東 0 7 17 5 17 43 31 22 3 145
江東南 1 8 12 11 22 28 34 16 0 132 江東南 4 7 16 13 24 36 32 18 6 156
湖 北 2 10 10 21 32 42 43 22 11 193 湖 北 1 5 14 11 30 38 34 33 10 176
⻄ 湖 0 9 19 7 20 36 29 23 0 143 ⻄ 湖 0 6 18 9 11 29 35 16 0 124
計 11 68 90 104 197 320 340 191 47 1368 計 16 61 111 104 187 344 367 200 41 1431

第２回ようぼく⼀⻫活動⽇ 年齢別参加者数 第４回ようぼく⼀⻫活動⽇ 年齢別参加者数

教会名 １回 ２回 ３回 ４回 教会名 １回 ２回 ３回 ４回 教会名 １回 ２回 ３回 ４回 教会名 １回 ２回 ３回 ４回 教会名 １回 ２回 ３回 ４回

本部 1 越乃國 5 7 6 4 日野 35 40 22 27 上之郷 2 秋津 1

郡山 6 7 4 1 名東 3 3 3 2 朝倉 1 東肥 2 2 3 1 幅下 4 3

兵神 2 2 麴町 74 109 164 佐野原 2 南 12 12 9 14 亀岡 3 3 4 4

山名 1 飾東 1 梅谷 10 13 16 15 山陰 1 1 大原 207 218 198 194

船場 11 9 7 9 東本 5 5 6 8 治道 1 大鳥 3 2 2 2

河原町 87 75 97 108 嶽東 2 1 都賀 1 神崎 1

撫養 4 2 2 2 島ヶ原 4 5 4 5 川之江 3 4 1 1 本保 1 淀 1

東 2 御津 1 1 1 1 南阿 1 1 本愛 20 19 8 15 栗太 66 54 44 47

敷島 17 10 10 11 城法 15 13 2 16 香川 1 本芝 1 1 琵琶 105 96 88 107

日本橋 2 2 2 本島 1 中紀 1 1 1 1 山國 6 5 2 3 網島 2 1 2 2

髙安 10 3 7 4 淺草 3 中津 9 4 5 7 京城 9 6 9 6 名張 1 1

南海 15 19 15 17 西陣 6 10 9 8 岐美 3 東神田 1 1 1 玉江 1 1 1

芦津 8 8 5 大縣 2 2 2 中野 8 4 12 11 東中央 6 3 3 5 天元 1 1

髙知 1 2 1 1 笠岡 3 秦野 1 城山 1 1 吉備 2 3 4 4

北 3 3 3 2 西宮 4 5 4 3 中央 1 小南部 1 高宮 15 13 14 10

湖東 162 124 125 109 明和 2 2 1 南紀 2 2 1 美昭 1

甲賀 236 241 204 190 明城 2 4 2 1 北陸 2 3 6 5 紀陽 1 尚久 1

水口 159 173 166 174 大江 1 1 1 岡 2 1 鎭西 17 14 15 19 生琉里 5 2 2 2

中河 7 3 2 3 旭日 6 2 1 1 八木 1 1 生駒 1 大和御幸 1

名京 1 1 1 池田 3 3 防府 2 中背 31 30 25 34 大阪 2 1 1 1
中和 11 6 5 7 阪東 6 5 4 5 伊野 1 網干 1 1 1 江州 2 2 2
櫻井 7 4 2 蒲生 29 27 23 30 西 1 4 2 4 本理世 1

第１回〜第４回 ようぼく⼀⻫活動⽇ 直属教会別参加者集計表（教区管内会場分）

支
部

教
会
⻑

布
教
所
⻑

よ
う
ぼ
く

別
席
運
び
中

そ
の
他

合
計

教
会
⻑

布
教
所
⻑

よ
う
ぼ
く

別
席
運
び
中

そ
の
他

合
計

教
会
⻑

布
教
所
⻑

よ
う
ぼ
く

別
席
運
び
中

そ
の
他

合
計

教
会
⻑

布
教
所
⻑

よ
う
ぼ
く

別
席
運
び
中

そ
の
他

合
計

大 津 14 10 120 1 1 146 17 7 125 1 1 151 13 9 102 0 0 124 17 8 110 1 4 140
江 ⻄ 21 20 226 4 23 294 22 19 173 0 3 217 17 19 164 1 10 211 20 16 168 2 33 239
江 南 19 8 130 3 2 162 21 8 115 1 1 146 17 10 109 1 3 140 22 9 139 0 9 179
江南北 15 14 204 2 18 253 17 15 204 1 1 238 10 22 245 2 16 295 13 17 219 2 21 272
江 東 17 14 133 0 1 165 17 14 113 0 5 149 23 12 118 3 25 181 20 10 112 1 2 145
江東南 14 6 133 1 9 163 16 6 106 2 2 132 11 4 80 1 1 97 12 8 118 5 13 156
湖 北 21 13 136 1 17 188 23 11 149 1 9 193 18 11 129 4 19 181 21 10 130 0 15 176
⻄ 湖 25 9 100 1 2 137 21 10 108 2 2 143 19 11 101 1 3 135 22 10 85 4 3 124
計 146 94 1182 13 73 1508 154 90 1093 8 24 1369 128 98 1048 13 77 1364 147 88 1081 15 100 1431

第１回 第２回 第３回 第４回
ようぼく⼀⻫活動⽇ ⽴場別参加者数
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支部別参加者グラフ 年齢別参加者グラフ

■
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
の
集
計
結
果

提
出
さ
れ
た
報
告
書
に
よ
る
参
加
者
数
の
集
計
結
果
で
す
。

参
加
カ
ー
ド
の
控
え
は
、
支
部
に
配
布
い
た
し
ま
す
。
各
支
部
の
名
簿

管
理
担
当
者
は
名
簿
デ
ー
タ
に
参
加
者
の
記
録
を
残
す
作
業
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
地
域
活
動
に
と
っ
て
重
要
な
資
料
で
す
の
で
、

有
効
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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本
部
よ
り
の
連
絡

▽
「
神
殿
案
内
の
手
引
き
」
に
つ
い
て

た
す
け
委
員
会

お
ぢ
ば
帰
り
の
際
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
「
神
殿
案
内
の
て
び
き
」
を
用
意
い
た

し
ま
し
た
。
道
友
社
窓
口
に
て
一
部
20
円
で
頒

布
し
て
お
り
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
「
お
や
さ
と
講
演
会
」
に
つ
い
て

た
す
け
委
員
会

直
近
の
８
月
25
日
（
月
曜
日
）
は
、
講
師
の
永
尾
洋
夫
先
生
が
、
「
教
祖
に
ご
安

心
、
お
喜
び
い
た
だ
く
道
」
と
題
と
し
て
講
演
さ
れ
ま
す
。

▽
『
天
理
教
教
会
所
在
地
録
』
発
行
に
つ
い
て
お
願
い

調
査
情
報
課

来
年
１
月
を
目
標
に
『
天
理
教
教
会
所
在
地
録
』
の
作
成
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

管
内
教
会
リ
ス
ト
の
確
認
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
教
区
よ
り
お
願
い

「
支
部
別
教
会
リ
ス
ト
」
を
各
支
部
に
配
布
い
た
し
ま

す
の
で
、
加
筆
訂
正
の
上
、
８
月
20
日
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
令
和
８
年
度

扶
育
願
書
に
つ
い
て

一
れ
つ
会

・
「
志
願
要
項
」
と
「
扶
育
願
書
」
は
、
天
理
教
一
れ
つ
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
紙
媒
体
で
の
配
布
は

あ
り
ま
せ
ん
。

・
天
理
高
校
一
部
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
号
数
制
へ
移
行
し
ま
す
。
そ
の

最
終
調
整
の
た
め
、
募
集
要
項
は
８
月
27
日
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
開
始
の
予
定
で

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
「
天
理
婚
活
サ
ポ
ー
ト

縁
む
す
」
活
動
報
告
に
つ
い
て

令
和
３
年
に
教
区
長
会
議
の
支
援
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
「
天

理
婚
活
サ
ポ
ー
ト

縁
む
す
」
よ
り
、
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
婚
活
数
１
９
９
４
回
。
成
立
カ
ッ
プ
ル
１
８
４
組
、
成
婚
24

組
。
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

教
区
よ
り
の
連
絡

▽
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
に
つ
い
て

・
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
へ
開
催
御
礼
の
掲
載
を
（
再
掲
）

支
部
ペ
ー
ジ
に
第
４
回
開
催
の
御
礼
を
忘
れ
ず
に
掲
載
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
第
５
回
「
計
画
書
」
に
つ
い
て
（
再
掲
）

第
５
回
「
計
画
書
」
は
「
年
祭
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動

日
「
担
当
者
ペ
ー
ジ
」
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
・
エ
ク
セ
ル
版
）
で
き
ま

す
。
教
区
へ
の
提
出
〆
切
は
本
日
（
７
月
２
日
）
で
す
。

▽
Ｋ
Ｏ
Ｇ
「
こ
ど
も
横
丁
」
設
営
に
つ
い
て

〇
７
月
の
設
営
準
備
ひ
の
き
し
ん
の
お
願
い

・
作
業
日

７
月

９
・
10
・
11
・
12
・
13
・
14
・
15
・
16
・
17

・
22
・
23
・
24
日

以
上
12
日

※
７
月
は
各
支
部
延
べ
５
名
以
上
の
出
仕
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
ど
も
お
ぢ
ば

が
え
り
委
員
会
の
支
部
担
当
者
の
皆
様
に
は
、
出
仕
を
取
り
ま
と
め
た
「
支
部
出

仕
表
」
を
本
日
（
７
月
２
日
）
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
尚
、
提
出
後
の
変
更

は
教
務
支
庁
青
年
（
岡
田
豊
太
郎

0
8
0
-
6
2
2
0
-
4
1
0
8

）
へ
、
当
日
の
４
日
前
ま
で

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
既
報
の
７
・
８
日
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
）

▽
Ｋ
Ｏ
Ｇ
本
期
間
の
宿
舎
（
第
９
母
屋
）
備
品
搬
入

・
日

時

７
月
25
日
（
金
）

午
前
９
時

現
地
集
合

▽
「
こ
ど
も
横
丁
」
本
期
間
ひ
の
き
し
ん
出
仕
の
お
願
い

・
７
月
31
日

８
月
１
・
２
・
３
日

の
４
日
間

午
前
８
時
半
こ
ど
も
横
丁
の
朝
礼
に
集
合
（
宿
舎
で
Ｔ
シ
ャ
ツ
着
用
の
上
）

要項＆願書

縁むす報告
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前
日
宿
泊
可
能
で
す
。
７
月
30
日
の
夕
食
か
ら
受
付
け
い
た
し
ま
す
。

※
各
支
部
よ
り
、
各
日
２
名
以
上
の
出
仕
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
般
の
参
加
も

歓
迎
い
た
し
ま
す
。
（
中
学
生
も
歓
迎
。
大
人
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

※
少
年
会
、
青
年
会
、
婦
人
会
は
別
に
出
仕
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
二
重

に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
支
部
に
て
と
り
ま
と
め
の
上
、
出
仕
表
（
別
途
配
布
）
を
教
務
支
庁
ま
で
ご
提
出

下
さ
い
。
（
締
切
７
月
15
日
）
尚
、
食
事
の
変
更
は
、
出
仕
日
の
４
日
前
ま
で
に

教
区
青
年
（
前
記
）
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
本
期
間
の
宿
舎
（
第
９
母
屋
）
備
品
撤
収

・
日

時

８
月
４
日
（
月
）

午
前
８
時

現
地
集
合
（
前
日
宿
泊
可
）

▽
令
和
７
年
度
第
１
回
地
方
委
員
会

開
催
報
告

去
る
６
月
２
日
、
教
務
支
庁

に
て
令
和
７
年
度
第
一
回
地
方

委
員
会
を
開
催
。
地
方
委
員
は

21
名
が
出
席
、
３
名
が
委
任
状

を
提
出
し
、
委
員
会
の
成
立
を

確
認
。
教
区
長
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
、
青
木
知
成
氏
（
大
津
支

部
）
が
座
長
を
つ
と
め
「
令
和

６
年
度
決
算
報
告
」
「
令
和
７

年
度
補
正
予
算
案
」
等
に
つ
い

て
審
議
が
進
め
ら
れ
、
賛
成
多

数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▽
支
部
長
連
絡
会
の
開
催
に
つ
い
て

滋
賀
教
区
で
は
、
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
期
間
中
、
「
こ
ど
も
横
丁
」
を
担
当
す

る
関
係
で
、
８
月
の
主
事
会
、
教
区
役
員
会
、
婦
人
会
例
会
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
替
え
て
、
左
記
の
通
り
「
支
部
長
連
絡
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

・
期

日

８
月
２
日
（
土
）
13
時
半
よ
り

・
場

所

第
９
母
屋
（
滋
賀
教
区
宿
舎
）

※
各
部
各
会
の
配
布
物
等
は
、
事
前
に
（
７
月
中
）
教
務
支
庁
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

教
務
部

・
・
竹
下
部
長
・
・

▽
所
轄
庁
へ
の
提
出
書
類
に
つ
い
て
（
再
掲
）

所
轄
庁
（
県
庁
）
へ
の
提
出
書
類
は
、
本
日
（
７
月
２
日
）
提
出
期
限
で
す
。

布
教
部

・
・
山
﨑
部
長
・
・

▽
全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
に
つ
い
て

・
「
ポ
ス
タ
ー
」
に
つ
い
て

「
ポ
ス
タ
ー
」
を
本
日
（
７
月
２
日
）
教
会
、
布
教
所
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
申
し
込
み
状
況
に
つ
い
て

〇
大

津

６
４
０
０
部

〇
江

西

７
１
０
０
部

〇
江

南

７
１
０
０
部

〇
江
南
北

８
３
０
０
部

〇
江

東

５
５
０
０
部

〇
江
東
南

３
０
０
０
部

〇
湖

北

８
０
０
０
部

〇
西

湖

９
０
０
０
部

※
代
金
（
百
部
２
４
０
円
）
は
９
月
２
日
ま
で
に
教
区
へ
お
納
め
く
だ
さ
い
。

・
実
施
計
画
書
に
つ
い
て
（
再
掲
）

実
施
計
画
書
は
、
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
実
施
計
画
書
入
力
フ
ォ
ー
ム
」

か
ら
直
接
提
出
（
締
切
８
月
25
日
）
し
て
く
だ
さ
い
。
支
部
内
の
取
り
ま
と
め
に

実
施
計
画
書
の
用
紙
が
必
要
な
場
合
は
、
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
に
つ
い
て

本
部
事
務
局
よ
り
、
６
月
５
日
現
在
の
集
計
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
実
施
場
所
内
訳
や
作
業
内
容
内
訳
、
教
区
別
集
計
な
ど
、
多

様
な
集
計
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ

り
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▽
「
に
を
い
が
け
勉
強
会
」
の
ご
案
内

・
日

時

８
月
31
日
（
日
）

・
会

場

教
務
支
庁

・
内

容

講
話
と
布
教
実
動
（
予
定
）

講

師

西
川
寿
一
氏
（
泉
部
属
賑
町
分
教
会
長
）

と

し

か
ず

に
ぎ
わ
い
ま
ち

・
基
礎
講
座
講
師

・
布
教
の
家
大
阪
寮
育
成
委
員

●収入の部

交付金 6,788,200円

各種喜納金 10,175,244円

雑収入 1,031,017円

前年度繰越金 7,477,954円

●支出の部

教務諸費 4,563,009円

活動費 6,514,186円

維持管理費 1,925,618円

役職員関係費 2,144,104円

●特別会計 4,500,000円

●収入合計 25,472,415円

●支出合計 19,646,917円

●差引残高 5,825,498円

（次年度繰越金）

集計報告
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・
20
代
の
と
き
に
大
阪
西
成
区
で
一
年
間
野
宿
布
教
を
す
る
。

※
詳
細
は
次
号
掲
載
の
開
催
要
項
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
布
教
部
例
会
日
の
お
知
ら
せ

・
日

時

８
月
30
日
（
土
）
午
後
３
時

社

友

・
・
藤
嵜
代
表
社
友
・
・

▽
新
刊
案
内

☆
「
稿
本
天
理
教
教
祖
伝
」
価
格
改
定

印
刷
製
本
費
の
高
ま
り
に
よ
り
、
「
稿
本
天
理
教
教
祖
伝
」
（
B
５
判
）
を
７
月

１
日
よ
り
価
格
改
定
し
ま
す
。

現
行
５
５
０
円

䢪

８
８
０
円
（
税
込
み
）

☆
「
神
殿
案
内
の
て
び
き
」
発
行

お
ぢ
ば
が
え
り
時
の
神
殿
案
内
の
手
引
書
が
た
す
け
委
員
会
よ
り
発
行
さ
れ
ま
し

た
。
道
友
社
販
売
所
に
て
一
部
20
円
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
「
グ
ラ
フ
天
理
」
５
１
８
号
発
行

「
〝
年
祭
の
旬
〟
に
ぎ
わ
う
親
里
」
の
「
グ
ラ
フ
天
理
」
５
１
８
号
が
発
行
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
本
日
（
７
月
２
日
）
配
布
い
た
し
ま
す
。

献
血
推
進
委
員
会

・
・
竹
下
委
員
長
・
・

▽
６
月
献
血
実
績
（
５
／
21
～
６
／
20
）

☆
び
わ
こ
草
津
献
血
ル
ー
ム

江

西

２
名

江
南
北

３
名

★
合

計

江

東

１
名

江
東
南

１
名

成

分

５
名

☆
献
血
バ
ス

４
０
０
㎖

４
名

江

西

１
名

西

湖

１
名

今
月
も
、
大
勢
の
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
の

ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尚
、
９
月
２
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
献
血
推
進
研
修
会
は
、
11
月
９
日
（
日
）

に
変
更
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊

白
川
山
林
整
備
ひ
の
き
し
ん

６
月
26
・
27
日
に
行
わ
れ
た
白
川
山
林
整
備
ひ
の
き
し
ん
に
、
滋
賀
教
区
隊
か
ら
は

26
日
に
９
名
、
27
日
は
７
名
の
隊
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
初
日
は
大
雨
後
の
作
業
と
な

り
、
足
元
に
気
を
つ
け
て
慎
重
に
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
翌
日
は
晴
天
の
ご
守
護
を

い
た
だ
き
、
半
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
暑
い
中
勇
ん
で
ひ
の
き
し
ん
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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婦
人
会

・
・
中
西
教
区
主
任
・
・

▽
立
教
１
８
８
年

滋
賀
教
区
婦
人
会

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か
っ
て
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
駆
け
抜
け
る
今
の
旬
、
ご
存

命
の
教
祖
が
お
待
ち
く
だ
さ
る
お
ぢ
ば
へ
、
真
実
を
伏
せ
こ
ま
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
、

各
支
部
ご
と
に
〝
お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん
〟
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
実
施
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
追
っ
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

▽
婦
人
会
庁
舎
清
掃
ひ
の
き
し
ん

・
７
月
（
６
月
30
日
）

江
南
北
支
部

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
９
月
（
期
日
未
定
）

江

東
支
部

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
年
会

・
・
吉
岡
委
員
長
・
・

①
【
青
年
会
Ｋ
Ｏ
Ｇ
ひ
の
き
し
ん
の
お
知
ら
せ
】

【
日

程
】

7
月
11
日
（
金
）
〜
12
日
（
土
）

【
内

容
】

・
横
丁
設
営
ひ
の
き
し
ん
（
※
８
時
30
分

現
場
集
合
）

・
親
睦
会

・
教
理
勉
強
会

【
持
ち
物
】

ひ
の
き
し
ん
着
、
手
袋
、
宿
泊
予
定
の
方
は
宿
泊
道
具

【
宿

舎
】

豊
井
ふ
る
さ
と
寮
（
入
浴
は
千
人
風
呂
）

※
駐
車
場
は
北
２
Ｐ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
【
全
教
野
球
予
選
大
会
に
つ
い
て
】

【
日

時
】

９
月
７
日
（
日
）

９
時
30
分
よ
り
開
会
式

【
場

所
】

甲
賀
市

ひ
の
き
ヶ
丘
公
園
野
球
場

【
参
加
チ
ー
ム
】

日
野
大
教
会
チ
ー
ム

水
口
大
教
会
チ
ー
ム

※
本
大
会
は
11
月
28
・
29
・
30
日
で
す
。

③
【
第
99
回
天
理
教
青
年
会
総
会
「
お
た
す
け
願
」
カ
ー
ド
の
活
用
に
つ
い
て
】

来
る
10
月
25
日
に
開
催
さ
れ
る
第
99
回
天
理
教
青
年
会
総
会
に
向
け
て
青
年
会
本

部
よ
り
「
お
た
す
け
願
」
カ
ー
ド
が
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

７
月
２
日
〜
10
月
23
日
の
期
間
中
、
滋
賀
教
務
支
庁
の
事
務
所
に
「
お
た
す
け
願
」

カ
ー
ド
と
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
ご
来
庁
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
記

入
の
上
、
お
納
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

去
る
６
月
15
日
、
教
務
支
庁
に
お
い
て
、
第

12
回
「
天
理
教
滋
賀
里
親
会
」
総
会
が
開
催
さ

れ
、
大
人
15
名
、
子
ど
も
14
名
が
参
加
し
た
。

当
日
は
、
小
椋
会
長
の
挨
拶
の
後
、
昨
年
度

の
事
業
な
ら
び
に
決
算
報
告
及
び
、
本
年
度
の

事
業
計
画
と
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に

続
い
て
、
自
ら
も
会
員
で
あ
る
深
谷
主
事
が
、

保
護
司
と
し
て
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
加
え
て
、

自
ら
の
子
育
て
経
験
に
基
づ
く
思
案
と
し
て
、

子
ど
も
に
徳
を
積
ま
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
諄
々
と
話
し
た
。
そ
の
後
参
加
者
は
、
昼

食
を
食
べ
な
が
ら
意
見
交
換
を
し
つ
つ
、
懇
親

を
深
め
た
。

な
お
、
子
ど
も
た
ち
は
、
別
室
に
て
室
内
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
楽
し
ん
だ
!!

第12回 天理教滋賀里親会 総会を開催
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少
年
会

・
・
藤
橋
団
長
・
・

▽
Ｋ
Ｏ
Ｇ

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
員
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
募
集
に
つ
い
て
（
再
掲
）

こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
開
催
に
併
せ
、
少
年
会
滋
賀
教
区
団
は
少
年
ひ
の
き
し
ん

隊
本
部
練
成
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
員
及

び
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
（
７
ペ
ー
ジ
の
募
集
要
項
参
照
）

・
対

象

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊

中
学
生
・
小
学
生
（
４
年
生
以
上
）

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
高
校
生
以
上
の
よ
う
ぼ
く
）

サ
ブ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
高
校
生
以
上
）

・
期

間

７
月
31
日
〜
８
月
３
日
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
７
月
30
日
か
ら
）

・
申
込
み

７
月
20
日
ま
で
に
各
支
部
少
年
会
委
員
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

・
配
布
物

募
集
チ
ラ
シ
・
参
加
申
込
書（

教
会
布
教
所
に
各
一
部
）

▽
少
年
会
例
会
日
の
お
知
ら
せ

・
日

時

８
月
28
日
（
木
）

午
前
10
時

学
生
担
当
委
員
会

・
・
宮
垣
委
員
長
・
・

▽
「
学
生
生
徒
修
養
会

高
校
の
部
」
の
ご
案
内
（
再
掲
）

・
期

間

８
月
９
日
（
土
）
〜
13
日
（
水
）

・
募
集
人
員

８
０
０
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

・
受
講
御
供

１
万
円

・
申
込
期
間

５
月
25
日
〜
７
月
25
日

※
詳
細
は
ハ
ッ
ピ
ス
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

道
の
教
職
員
の
集
い

・
・
雲
出
代
表
・
・

▽
【
第
51
回
滋
賀
教
区
道
の
教
職
員
の
集
い
総
会
の
ご
報
告
】

６
月
28
日
（
土
）
天
理
教
滋
賀
教
務
支
庁
に
て
、
第
51
回
滋
賀
教
区
道
の
教
職
員

の
集
い
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
８
名
の
参
加
で
し
た
。

▽
【
道
の
教
職
員
の
集
い
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
】
の
ご
報
告

６
月
21
日
（
土
）
、
天
理
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
道
の
教
職
員
の
集
い
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
滋
賀
教
区
か
ら
は
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

去
る
６
月
28
日
（
土
）
、
教
務
支
庁
に
て
「
第
51
回
滋
賀
教
区
道
の
教
職
員
の
集
い

総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
議
事
で
は
、
年
間
行
事
計
画
や
予
算
の
確
認
を
行
い
、

議
事
終
了
後
、
中
西
教
区
長
か
ら
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
「
な
る
ほ
ど
の
人
」
「
年

祭
の
旬
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
い
て
、
ご
自
身
の
経
験
を
織
り
交
ぜ
て
、
わ

か
り
や
す
く
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
「
道
の
教
え
を
信
じ
る
者
」
と
い
う
自
覚

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
、
所
作
、
態
度
、
言
動
が
に
を
い
が
け
に
繋
が
る
。
育
て
の

親
は
勿
論
の
こ
と
、
親
神
様
、
教
祖
、
真
柱
様
、
理
の
親
と
、
親
と
名
の
つ
く
も
の

に
喜
ん
で
も
ら
え
た
ら
、
そ
れ
で
ご
守
護
頂
け
る
。
ぢ
ば
の
声
、
親
の
想
い
に
添
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
節
を
見
せ
ら
れ
た
時
に
、
親
心
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
さ
え

出
来
れ
ば
、
前
向
き
に
な
れ
る
。
「
親
は
子
ど
も
の
為
に
な
ら
な
い
こ
と
を
さ
れ
る

は
ず
が
な
い
」
と
の
信
念
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 第

51
回

道
の
教
職
員
の
集
い
総
会

学修高校の部 案内申込書
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子どもたちの笑顔のために！

６月出仕者数 合計１０５人

暑いなかありがとうございました
こども横丁設営ひのきしん
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国
道
１
６
１
号
線
「
北
小
松
」
の
交
差
点

を
比
良
山
系
の
方
向
に
約
１
㎞
登
る
と
、
山

林
に
囲
ま
れ
た
住
宅
地
の
一
角
に
大
湖
分
教

会
が
あ
る
。

後
に
大
湖
分
教
会
初
代
会
長
と
な
る
坂
本

は
る
は
、
明
治
35
年
５
月
３
日
滋
賀
郡
小
松

村
北
小
松
で
出
生
す
る
も
、
産
後
30
日
で
福

井
県
三
方
南
郷
村
久
々
子
の
坂
本
茂
吉
・
ふ

じ
の
養
女
と
な
る
。
17
歳
の
時
養
父
と
死
別

し
、
養
母
の
実
兄
を
頼
っ
て
大
阪
で
暮
ら
し

た
。
18
歳
の
時
、
養
母
が
子
宮
の
病
気
で
苦

し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
、
宰
相
山
分
教
会
初

代
会
長
奥
野
定
之
助
の
長
女
春
枝
の
に
を
い

が
け
に
よ
り
入
信
し
た
。
諄
々
と
教
理
の
薫

陶
を
受
け
、
遂
に
瀕
死
の
重
症
も
漸
次
快
方

に
向
か
い
、

一
度
全
快

す
る
も
２

年
後
に
出

直
し
た
。

そ
の
後

は
る
は
、

宰
相
山
分

教
会
に
引

き
取
ら
れ

信
仰
を
続

け
た
。
大

正
12
年
２
月
、
22
歳
に
て
教
校
別
科
に
入
学

し
た
。
卒
業
後
北
小
松
の
実
母
の
許
へ
帰
郷

中
、
近
隣
の
病
人
に
お
さ
づ
け
の
取
り
次
ぎ

を
す
る
う
ち
に
、
鮮
や
か
に
神
様
の
ご
守
護

を
い
た
だ
く
に
つ
け
、
こ
の
地
で
布
教
す
る

決
意
を
固
め
た
。
「
い
か
な
る
苦
境
も
神
様

が
お
連
れ
通
り
下
さ
る
」

と
の
固
い
信
念
の
も
と
、

に
を
い
が
け
・
お
た
す
け

に
東
奔
西
走
し
た
。
次
第

に
反
対
も
消
え
失
せ
、
教

線
も
漸
次
伸
展
す
る
に
及

び
、
昭
和
２
年
４
月
30
日
、

滋
賀
郡
小
松
村
北
小
松
３

６
３
番
地
に
教
会
設
立
の

お
許
し
を
戴
い
た
。
そ
の

頃
、
熱
心
な
信
者
で
あ
っ

た
今
村
孫
一
の
二
男
孫
三

は
、
自
身
の
身
上
か
ら
、

昭
和
３
年
両
親
と
共
に
教
校
別
科
に
入
学
し

た
。
卒
業
後
、
孫
三
は
道
一
条
と
な
り
布
教

に
励
ん
だ
。
昭
和
７
年
、
上
級
会
長
の
世
話

取
り
で
は
る
の
婿
養
子
と
な
っ
た
。
道
中
、

い
か
な
る
苦
労
の
中
も
夫
婦
揃
っ
て
布
教
に

専
念
し
た
。
昭
和
22
年
５
月
、
は
る
は
会
長

を
辞
任
、
同
26
日
孫
三
は
二
代
会
長
に
就
任

し
た
。
夫
婦
で
教
祖
の
ひ
な
が
た
を
歩
む
中
、

村
に
お
い
て
は
反
対
し
て
い
た
人
々
が
次
々

と
引
き
寄
せ
ら
れ
、
教
会
は
段
々
と
陽
気
が

漲
っ
て
き
た
。

昭
和
45
年
10
月
２
日
、
孫
三
は
会
長
を
辞

任
、
同
27
日
孫
三
の
次
男
明
男
が
三
代
会
長

に
就
任
し
た
。
明
男
は
、
天
理
高
校
二
部
を

卒
業
し
、
大
教
会
で
青
年
づ

と
め
を
３
年
半
勤
め
た
後
、

専
修
科
に
入
学
し
た
。
昭
和

43
年
、
登
代
子
と
結
婚
。
昭

和
46
年
１
月
17
日
、
会
長
就

任
奉
告
祭
を
勤
め
た
。

同
年
３
月
29
日
、
孫
三
が

出
直
し
た
。
二
代
会
長
の
五

年
祭
当
日
、
役
員
か
ら
老
朽

化
し
た
神
殿
を
建
て
替
え
よ

う
と
声
が
上
が
り
、
神
殿
移

転
建
築
を
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
移
転
先
は
初
代
の
実
父

の
山
林
百
坪
を
購
入
し
、
山
林
を
造
成
し
、

石
垣
積
み
は
ひ
の
き
し
ん
で
行
っ
た
。
上
棟

式
の
一
週
間
後
、
大
き
な
台
風
に
見
舞
わ
れ

た
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
何
の
被
害
も
な
く
、

親
神
様
の
偉
大
な
る
お
力
を
目
の
当
た
り
に

し
た
。
ま
た
、
ふ
し
ん
を
通
し
て
信
者
の
方
々

の
身
上
、
事
情
も
不
思
議
な
ご
守
護
を
頂
き
、

「
た
す
け
ふ
し
ん
」
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し

た
。
昭
和
55
年
３
月
29
日
神
殿
移
転
建
築
落

成
奉
告
祭
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。
同
年

10
月
15
日
、
初
代
会
長
は
神
殿
ふ
し
ん
を
見

届
け
る
よ
う
に
、
78
歳
で
出
直
し
た
。
明
男

は
、
教
祖
百
年
祭
中
、
バ
ス
団
参
３
回
、
電

車
４
回
で
お
ぢ
ば
が
え
り
を
行
い
、
ま
た
支

部
で
は
、
支
部
長
、
支
部
啓
発
委
員
長
を
歴

任
し
た
が
、
平
成
29
年
２
月
18
日
出
直
し
た
。

令
和
元
年
６
月
26
日
、
明
男
の
長
男
茂
明

が
、
四
代
会
長
に
就
任
。
茂
明
は
、
天
理
高

校
を
卒
業
し
、
修
養
科
修
了
後
大
教
会
で
青

年
勤
め
を
し
た
後
、
境
内
掛
と
し
て
お
ぢ
ば

に
１
年
間
伏
せ
込
み
、
平
成
５
年
布
教
の
家

愛
知
寮
に
入
寮
し
た
。
卒
寮
後
約
５
年
間
名

古
屋
で
布
教
に
励
ん
だ
。
現
在
、
会
社
勤
め

を
し
な
が
ら
、
お
道
の
御
用
に
励
ん
で
い
る
。

「
若
い
頃
は
、
神
様
の
存
在
を
信
じ
ら
れ
ず
、

信
仰
に
反
発
を
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、

今
は
親
神
様
の
存
在
と
ご
守
護
を
確
信
す
る

こ
と
が
で
き
、
教
祖
百
四
十
年
祭
を
目
前
に
、

自
分
の
出
来
る
こ
と
で
少
し
で
も
御
恩
報
じ

に
前
進
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
語
る
茂

明
会
長
で
あ
っ
た
。

教
会
探
訪
ル
ポ

あ
の
街

こ
の
教
会
№120

大
湖
分
教
会
（
大
鳥
・
西
湖
支
部
）

た

い

こ
会
長

坂
本

茂
明

住
所

大
津
市
北
小
松
一
七
四
九
番
地
一
五

坂本茂明会長と前会長夫人

●大湖分教会

ＪＲ北小松駅
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６月 教区日誌

７月 行事予定

／２ 主事会、役員会、婦人会例会
社友研修会

／４ 現地研修会（啓発委員会）

／11 青年会ＫＯＧひのきしん（～12日）

／25 ＫＯＧ宿舎備品搬入（９母屋）

「こども横丁」会場設営終了
／27 こどもおぢばがえり開幕（～8月3日）

／30 少年ひのきしん隊滋賀教区隊（～8月3日）

◇７月開庁時間 午前９時～午後４時半
◇７月閉庁日 14・21・22・23・25・26
（ 休日連絡先 ☎ 080-8341-1563 鈴木 ）

／１ 教会探訪ルポ取材 大湖分教会
／２ 主事会、役員会、婦人会例会

第１回地方委員会
こどもおぢばがえり委員会 13:00

／４ 現地研修会下見（啓発委員会）

／８ ＫＯＧ宿舎備品搬入（豊井ふるさと寮）

「こども横丁」会場設営作業開始
／15 里親会総会 10:00
／21 道の教職員の集い近畿ブロック研修会

（天理市文化センター）

／25 支部長研修会（南右二棟）14:00
教区長会議（38母屋）16:00

／26 白川山林整備ひのきしん（災救隊・～27日迄）

／28 道の教職員の集い総会 13:30
地域のおたすけ研修会（ようぼく民生児童委員連盟）

少年会例会 10:00
／29 広報委員会 16:00
／30 庁舎清掃ひのきしん 江南北支部

布教部例会 11:00

７月 こども横丁 設営ひのきしん（12日間）

９
水

10
木

11
金

12
土

13
日

14
月

15
火

16
水

17
木

22
火

23
水

24
木

宿舎
設営

本部
祭典 こどもおぢばがえり 本期間（８日間）

宿舎
撤収

25
金

26
土

27
日

28
月

29
火

30
水

30
水

31
木

１
金

２
土

３
日

４
月

京都教区担当 準備 滋賀教区担当 撤収

道の子に楽しい夏の思い出を！

・西浦 壬暉子 氏［日野 磯山 大津］
に し うら み き こ

８２歳 ひよしの布教所長
６月１１日 出直されました

・芝原 りえ 氏［栗太 江西］
し ば はら

９８歳 治田分教会長
は る た

６月２１日 出直されました

訃 報
法人関係

▽境内地及境内建物承認願

・安養分教会［湖東 江東］
あ ん よ う

受理日 ６月１９日

▽境内地及境内建物拡張承認願

・甲賀大教会［本部 江南北］
こ う が

受理日 ６月１９日

▽任命・移転・改称・恒例祭日臨時変更願

・元神分教会［八木 江東］
げ ん し ん

後任者 宗 之雄
そ う ゆ き か つ

就任奉告祭 ８月１０日

受 理 日 ６月２７日

事情願書

布教所関係

▽布教所長変更

・中出布教所 ［栗太 江西］
な か で

新所長 中村 雅子
な か むら ま さ こ

▽布教所住所変更

・近櫻布教所 ［大原 近滋 西湖］
き ん おう き ん し

江西（栗東市）から西湖（大津市）へ

☜布教月報

道友社報☞

☜学生担当者報ＱＲ
コーナー 情報ねっと☞

７月の設営日のうち、既報の７・８日は
中止となりました。ご承知おきください。


